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高強度一過性運動後の神経認知機能の変化：ACL損傷バ
イオメカニカルリスクファクターの減少（p. 55-65）
1筑波大学大学院人間総合科学学術院人間総合科学研究
群スポーツ医学学位プログラム，2茨城県立医療大学保
健医療学部理学療法学科，3筑波大学体育系
小西美佳1，柴田 聡2，竹村雅裕3

　ベースラインの神経認知機能が低値であることは，前
十字靭帯（ACL）損傷のリスクファクターである可能
性が示唆されている．我々は，高強度一過性運動（HIE）
がアスリートの神経認知機能に及ぼす影響と，HIE後の
神経認知機能の変化が非予測的カッティング動作に与え
る影響を調査した．対象者は，大学女子アスリート14
名であった．HIEは，自転車エルゴメーターを使用し心
拍数予備能の80％の運動強度にて実施した．HIE前後の
神経認知機能は，ストループ干渉テスト（SIT）によっ
て評価された．予測・非予測的カッティング動作中の
バイオメカニカル変数は，三次元動作解析装置を用い
て測定した．対象者は，HIE前後のSITスコアの変化に
基づいて 2 群に分けられた：神経認知機能向上（IP; n = 
7）群と減少（DP; n = 7）群．HIE後，IP群の平均SITス
コアは有意に増加し，DP群の平均SIT得点は有意に減
少した（Paired t-test, P  < 0.001）．二元配置分散分析の
結果では，IP群においてのみ，膝関節の最大外反モーメ
ント（HIE前：予測条件 − 0.1 ± 0.1Nm/kg，非予測条
件 0.0 ± 0.2Nm/kg；HIE後：予測条件0.0 ± 0.1Nm/kg，
非予測条件0.1 ± 0.2Nm/kg，P = 0.024）と最大地面反
力（HIE前：予測条件 3.3 ± 0.2%BW，非予測条件3.8 ± 
0.2%BW；HIE後：予測条件3.1 ± 0.3%BW，非予測条件3.6 
± 0.4%BW，P = 0.035）の減少に対して HIEによる有意
な主効果が認められた．神経認知機能が向上した選手は，
カッティング動作中のACL損傷バイオメカニカルリス
クファクターが減少した．したがって，神経認知機能の
向上は，ACL損傷予防に寄与する可能性が示唆された．

ラグビー選手に向けた脳振盪啓発プログラム実施効果の
検証（p. 67-73）
1名古屋学院大学スポーツ健康学部，2つくば国際大学医
療保健学部，3筑波大学体育系
鈴木啓太1，永井 智2，竹村雅裕3

　本研究は，ラグビー特有の脳振盪啓発プログラムを実
施することによって，選手の脳振盪が疑われる症状の認
識や脳振盪に関する知識が向上するかを明らかにするこ
とを目的とした．大学ラグビー選手31名を対象とし，ラ
グビー特有の脳振盪啓発プログラムを 1 回実施し，実施
前，実施直後，また実施 4 週間後に脳振盪の症状認識，
知識に関するアンケートを実施した．選手の症状認識ス

コア（SRS），知識の理解度を比較した．啓発プログラ
ム導入で，SRSは実施直後が実施前，実施 4 週間後に比
べて有意に高かった．一方で，実施 4 週間後のSRSは実
施前と比べて高値を示したが，統計的に有意な差ではな
かった．また，ラグビーで脳振盪が多く発生するプレー
や技術要素の関わりについて，正しく回答した選手の割
合が有意に増加した．本研究の結果は，脳振盪の啓発は
脳振盪の認識を改善する即時効果が期待される一方で，
継続的な啓発が必要であることが示唆している．そのた
め，各シーズンの開始や，試合期に入る前，新入生・新
加入選手が合流するタイミングなど，脳振盪啓発の機会
を継続的に設けることが重要である．
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階段昇降時の下肢荷重量の違いによる運動負荷の差異に
ついての検討; 予備的研究（p. 75-80）
1豊川さくら病院リハビリテーション部，2木村病院リハ
ビリテーション科，3重工大須病院リハビリテーション
部，4名南ふれあい病院リハビリテーション課，5星城大
学リハビリテーション学部理学療法学専攻　
清水聖也1，松井大晟2，吉兼未来3，平松さち4，岩井宏治5

　本研究の目的は，階段昇降時の下肢荷重量の違いによ
る運動負荷の差異を調べることである．本研究では，呼
吸器および循環器疾患の既往がない健康な成人男女10名

（男性 5 名，女性 5 名）を対象とした．呼気ガス分析装
置を用いて，参加者は 3 つの条件下で階段昇降を行った： 
1）全荷重負荷，2）部分荷重（1/2荷重）負荷，3）非荷
重負荷．階段昇降中の酸素摂取量の最大値を最高酸素摂
取量と定義した．さらに，階段昇降に要した時間をストッ
プウォッチで計測した．また終了時の心拍数を測定し，
疲労感はボルグスケールで評価した．最高酸素摂取量と
ボルグスケールのスコアは，非荷重負荷において，全荷
重負荷および部分荷重負荷と比較して，昇段降段の両方
で有意に増加した．所要時間は，全荷重負荷に比べ，部
分荷重負荷および非荷重負荷では有意に延長した．従っ
て，両松葉杖の使用が必要な期間に階段の昇降が必要な
場合は，少なくとも部分荷重（1/2荷重）が許可された
以降に昇降することが，負担軽減になり望ましいと考え
られる．


